
子育てや教育をテーマに要望！

学
校
の
体
育
館
に
空
調
を
設
置

コ
ロ
ナ
終
息
後
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　昨
年
９
月
の
質
問
で
要
望
し
た
、
猛
暑
へ
の
熱
中
症
対

策
を
し
て
子
供
た
ち
の
安
全
と
健
康
を
守
る
た
め
に
学

校
の
体
育
館
へ
空
調
設
置
が
必
要
で
あ
る
。
私
も
12
月

に
桃
井
小
の
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、
避
難
生
活
支
援

リ
ー
ダ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
に
参
加
し
た
が
、
丸
２
日
間
、

体
育
館
で
過
ご
し
、
避
難
者
の
立
場
も
体
験
を
し
た
と

き
は
、
と
に
か
く
寒
か
っ
た
。

　
新
年
度
は
、
中
学
校
10
校
の
実
施
設
計
、
令
和
６
年

度
に
は
、
実
施
設
計
を
行
っ
た
学
校
の
工
事
と
新
た
に

中
学
校
10
校
分
の
実
施
設
計
を
行
う
。
令
和
７
年
度
に

後
の
10
校
分
の
整
備
工
事
を
行
い
、
令
和
５
年
度
か
ら

７
年
度
の
３
か
年
で
中
学
校
20
校
全
て
に
体
育
館
空
調

を
整
備
す
る
方
針
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
、
小
学
校
等

の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
時
間
延
長

に
よ
る　
　
　

「
小
１
の
壁
」
の
改
善

保
育
所
等
の
使
用
済
み
お
む
つ
処
分

　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
開
所
し
て
い
る
時
間

を
延
長
し
て
、
お
迎
え
時
間
に
余
裕
を
持
つ
こ
と
で
、

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
し
や
す
く
す
る
必
要
性
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
開
所
時
間
に
つ
い
て
は
、
国
や
市
の

基
準
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
者
が
決
定
し
て
い

る
が
、
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
す
る
た
め
に
は
、
働
き

方
に
合
わ
せ
て
、
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
開
所
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
、
要
望
が
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
も
含
め
、
検
討
を
要
望
し
た
。

つつみはじめ詳しくはホームページをご覧ください

　コ
ロ
ナ
が
収
束
に
近
づ
く

中
で
、
５
月
に
は
５
類
に

引
き
下
げ
ら
れ
る
な
ど
社

会
全
体
の
活
動
が
コ
ロ
ナ

前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
が
、　

現
時
点
で
は
、
祭
り
の
実

施
に
当
た
っ
て
、
単
純
に
コ

ロ
ナ
前
に
戻
す
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
前
橋
ま
つ

り
、
花
火
大
会
、
七
夕
ま

つ
り
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も

コ
ロ
ナ
前
と
比
較
す
る
と

新
年
度
は
３
／
２
程
度
の

予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　イ
ベ
ン
ト
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
い
が
、
こ
の
３
年
間

は
、「
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
」
と

い
う
理
由
で
、
市
民
に
納

得
し
て
頂
い
て
い
た
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
今
後
こ
の
よ

う
な
説
明
は
通
用
し
な
い
。

こ
の
先
の
感
染
状
況
に
も

よ
る
が
、
こ
の
予
算
額
が

妥
当
で
あ
る
の
か
検
討
す

る
よ
う
要
望
し
た
。

　令
和
２
年
12
月
の
質
問
で
要
望
し
た
、
使
用
済
み
お
む

つ
の
持
ち
帰
り
を
な
く
す
こ
と
は
、
保
護
者
や
保
育
現

場
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
、
ま
た
、
衛
生
面
か
ら

も
望
ま
し
い
。
公
立
保
育
所
に
お
い
て
は
、
現
状
で
は

保
護
者
の
持
ち
帰
り
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
新
年
度

よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
民
間
保
育
施
設
に
お
い

て
は
、
現
状
で
は
お
よ
そ
半
数
が
使
用
済
お
む
つ
を
園
に

お
い
て
処
分
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
の
が
、
新
年
度
か
ら

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
取
組
が
さ
ら
に

広
が
る
で
あ
ろ
う
。

消
防
団
員
の
出
動
報
酬
の
増
額
に
つ
い
て

　消
防
団
員
の
処
遇
改
善
、
及
び
団
員
確
保
を
目
的
と

し
て
、
新
年
度
か
ら
出
動
報
酬
の
支
給
額
を
出
動
１
回

当
た
り
３
，
５
０
０
円
か
ら
４
，
０
０
０
円
へ
引
き
上
げ
る

と
と
も
に
、
大
規
模
災
害
時
等
の
長
時
間
活
動
の
際
に

は
、
活
動
時
間
に
応
じ
た
支
給
が
で
き
る
よ
う
、
改
正

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
消
防
団
員
の
処
遇
改

善
、
そ
し
て
消
防
活
動
充
実
を
要
望
し
た
。

子育てや教育をテーマに要望！

新議会庁舎になって初登壇の３月議会では、新議会庁舎になって初登壇の３月議会では、
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６月議会では、高齢者やまちづくりをテーマに

皆さまの想いや要望をカタチにしています！

五
差
路
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て

旧
副
知
事
公
舎
に
つ
い
て

老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
３
月
末
時
点
で
人
口
は
３
３
万
３
５
８

人
、
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
９
万
９
，
３
６

１
人
で
、
高
齢
化
率
は
３
０
．
１
％
。
ま
た
、
地
区

ご
と
の
高
齢
化
率
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
率
の
高
い
地

区
が
中
川
地
区
の
３
８
．
４
％
、
宮
城
地
区
の
３
６
．

９
％
、
芳
賀
地
区
の
３
６
．
８
％
で
あ
り
、
低
い
地

区
が
東
地
区
の
２
４
．
７
％
、
総
社
地
区
の
２
５
．

８
％
、
南
町
と
六
供
町
の
地
域
で
あ
る
南
部
地
区
の

２
６
．
２
％
と
な
っ
て
お
り
、地
域
に
よ
っ
て
も
１
０
％

以
上
の
差
が
あ
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
の
よ

う
な
ソ
フ
ト
面
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
面

も
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

６月議会では、高齢者やまちづくりをテーマに

　
高
齢
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
会
員
数
は
令

和
２
年
度
と
令
和
４
年
度
を
比
較
す
る
と
２
割
以
上

減
少
し
て
お
り
、
団
体
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
役
員
の
方
々
か
ら
補
助
金
の
交
付
に

係
る
事
務
が
負
担
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
少
し
で
も

負
担
を
減
ら
し
て
い
け
る
よ
う
検
討
お
願
い
し
た
い
。

県
立
赤
城
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

　
本
交
差
点
に
は
歩
道
橋

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
老

朽
化
が
進
み
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
対
応
し
て
お
ら

ず
、
歩
行
者
の
回
遊
性
を

妨
げ
て
い
る
。
県
要
望
に

も
入
れ
て
い
る
が
、
早
期

改
良
に
向
け
て
、
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

　
市
立
図
書
館
に
隣
接
す

る
、
旧
副
知
事
公
舎
に
つ

い
て
、
取
得
で
き
れ
ば
市

庁
舎
周
辺
整
備
の
中
で
、

有
効
に
活
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、

検
討
す
る
よ
う
お
願
い
し

た
い
。

高
齢
化
率
に
つ
い
て

　
整
備
後
の
運
用
に
つ
い

て
、
現
段
階
で
は
具
体
的

な
体
制
な
ど
県
か
ら
提
供

さ
れ
て
い
る
情
報
は
な
い

が
、
地
域
へ
の
経
済
波
及

効
果
を
高
め
つ
つ
、
地
域

の
事
業
者
の
理
解
と
連
携

が
重
要
で
あ
る
。
本
市
と

し
て
の
意
見
を
し
っ
か
り

と
伝
え
な
が
ら
、
引
き
続

き
県
と
連
携
し
適
正
な
運

用
体
制
の
構
築
を
模
索
し

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
県
立
赤
城
公
園

の
整
備
や
道
の
駅
ま
え
ば

し
赤
城
開
駅
に
伴
い
、
そ

こ
だ
け
で
終
わ
る
の
は
な

く
、
赤
城
山
山
頂
エ
リ
ア

か
ら
南
ろ
く
エ
リ
ア
、
さ

ら
に
は
街
中
へ
と
来
訪
者

を
周
遊
さ
せ
る
施
策
の
展

開
が
重
要
で
あ
る
。

皆さまの想いや要望をカタチにしています！
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市

市

市 市

の買換えに省エネ家電補助金

新たな補助金メニュー！ご確認ください！

経営計画実行補助金
町内集会施設エネルギー価格高騰対策補助金事業

ホームページの作成等！

自治会向け！
売上向上・販路開拓を目指した経営の見直しを前橋
商工会議所・東部商工会・富士見商工会がサポート。
商工会がサポート。その経営計画実行費用の一部を
市が補助。3 年間、4 半期に 1 度程度の定期的なフォ
ローアップを受けることが条件となります。
■対象：広報費（ホームページ作成等）、賃料、委託
外注費、設備備品費
■補助上限 20 万円
■補助率 3/2
■受付期間（第 1期）終了
（第 2期）令和 5年 9月 1日～令和 5年 9月 29 日
※上記の支援機関等の会員事業者以外の方も申請で
きます。
■受付場所
前橋商工会議所　☎ 027-234-5115
前橋東部商工会　☎ 027-283-2422
富士見商工会　☎ 027-288-2593

家庭用ゼロカーボン推進補助事業 エアコン・LED省エネ特例補助金
市内に事業所等を有する個人事業主や中小企業者等
を対象として、省エネに関する機器更新を促進する
補助。
■受付期間：第 1期 終了
　　　　　　第 2期 令和 5年 10 月 16 日～ 30 日
■対象者：市内で 1 年以上事業活動を営む個人事業
主、中小企業者等（農業事業者、学校法人、社会福
祉法人、医療法人、NPO法人等を含む）
■対象設備：市内事業所、工場、店舗等に設置する
設備（10 万円以上のもの）
・業務用空調設備　・照明設備
※ただし、事前着工したもの、屋外に設置される設
備は対象外とする。
■補助額：100 万円
■補助率：1/2 以内

エネファームやエコキュートへ補助！ エアコンや LED導入を検討する事業者へ

ゼロカーボンシティの実現に向けて、家庭における新エ
ネルギー・省エネルギーの普及促進を図るため、対象
設備を新規に購入し設置した個人に対しに費用の一部を

■対象者：住宅に補助対象となる設備を令和 5年 4月
1日から令和6年2月29日までに新規に購入・設置し、
受付期間内に申請書類を提出できる方　※賃貸住宅
（アパート等）や中古品等はNG
■補助対象設備： ①自家発電型給湯機（エネファーム）
（太陽光自家消費促進型自然冷媒 CO2、②ヒートポンプ
給湯機、おひさまエコキュート）、③定置用蓄電池設備、
④外部給電機能付電動車、⑤V2H（電気自動車充給電
設備）
■受付期間
前期：令和 5年 5月 8日～同年 9月 29 日まで
後期：令和 5年 10 月 2日～令和 6年 2月 29 日まで
■補助金額：①②30,000 円、③④⑤50,000 円
前橋市　環境政策課 ☎027-898-6292

前橋市 産業政策課 ☎027-898-6983

自治会に対し、自治会集会施設におけるエネルギー費用
負担を軽減するため、 省エネ家電等への買い換えに係る経
費の一部を補助
■対象者：1品3万円以上のエアコン、テレビ、冷蔵庫(冷
凍庫を含む ) の買い換えに係る製品購入費、又は総額 3
万円以上の自治会 が自ら交換作業を行うために購入す
る LED電球 ( 白熱灯、 蛍光灯からの切換に限る )、遮熱
カーテンの製品購入費 ※前橋市内の事業者からの購入
に限る
■対象期間：令和 5年 4月 1日以降に購入し令和 6年
2月 29 日までに申請したもの
■補助率： 1/3 ( 千円未満切捨 ) 製品当たり 5万円 1 自
治会当たり計 10 万円まで

前橋市議会議員 

つつみはじめ

市内在住の世帯に対し、家庭におけるエネルギー費用負担を軽減するため、省エネ家電への買い換えに係る
経費の一部を補助　■対象経費：市内在住の世帯 1 品 5 万円以上の省エネ家電 ( エアコン、冷蔵庫、冷凍
庫の買い換えに係る製品購入費※買い換えの確認は、リサイクル券等にて行う　■対象期間：令和 5 年 4
月 1日から同年 9月 30 日までに設置したもの　■補助金額：一律に 2.5 万円を補助　■補助上限：5 万円 
(1世帯2品まで)　■申請期間：令和5年7月3日～同年10月6日　■申請用紙：市役所、各支所、各市民サー
ビスセンター　■問合せ：前橋市 省エネ家電補助金コールセンター　☎027-898-1762

エアコン！冷蔵庫

前橋市　市民協働課 ☎027-898-6236
内容の変更もありますので、 詳しくは前橋市のホームページで。

●●●●●●●●● 事業者向け個人向け

ご家庭向け！ご家庭向け！
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